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困難な状況を乗り越える

はじめに、新型コロナウイルス感染症への対応

が長期化するなか、日夜頑張っておられる各医療

機関 。医療関係者の皆様、そしてその御家族の皆

様に心から感謝と敬意を表します。

今年 4月 、新学期が始まってすぐに新型コロナ

ウイルス感染者の増加によって全都道府県に緊急

事態宣言が出され、相互の感染拡大防止のため道

内の公立学校は臨時休業となりました。今までに

経験したことのない休校状況が長期に及び、生徒・

保護者・教職員においては感染症対策へのストレ

ス、感染・先行きへの不安、授業進度等の不安や

悩みが尽きない状況にありました。

5月末に緊急事態宣言解除、感染症対策の基本

的対処方針等が変更となり、札幌市内の公立学校

は、 6月 1日 から少人数短時間登校を開始し、約

2週間後にようやく通常日課での授業となりまし

た。学校再開後は、安全で安心な学校生活が送れ

るよう新型コロナウイルス感染症を「正しく恐れ

る」という意識をもち、当面は「 3つの密を避け

る、手洗い、換気、マスクの着用 。咳エチケット、

免疫力の向上」という基本的なことを徹底し、感

染リスクを最大限に抑えた「学校の新しい生活様

新型コロナウイルス感染症の
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式」にそった生活をしています。また、学習活動

の遅れを取り戻すため、教育課程の再編成や夏季

体業期間の短縮等を行い、子供たちの「健やかな

学びの保障」につながる教育活動を進めています。

一学期は、多くの行事等が中止・延期となりまし

たが、二学期は感染拡大防止に努め、諸活動や行

事、延期した修学旅行等を実施していきたいと考

えています。

部活動においては、子供たちが目標にしていた

中体連や中文連等の大会が中止になり辛い思いを

させましたが、競技団体等が主催した大会が行わ

れた競技もあり、中学 3年生にとって努力してき

たことを発揮する場が生まれたことは大変嬉しく

思います。

最後に、新型コロナウイルス感染防止と併せ、

新たな目線をもって学校教育活動を継続し、子供

たちの心のケア、そして、感染者 。濃厚接触者等

に対する偏見や差別が生じないよう全力で取り組

んでいきたいと考えています。やるべきことは山

積していますが、この難局を北海道学校保健会の

皆様、関係者の皆様とともに乗り越えたいと思っ

ています。
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(敬称略)(年齢は令和 2年 5月 1日 現在)

職 名 氏 名 勤務 (担当)校 職 名 氏 名 勤務 (担当)校

学校医

元学校医

学校医

信太  知

工藤 芳之

富田 71R一

桂田 富也

印鈴 史衛

内海  真

太田 勲男

坂上 晃一

長南 典秀

真口 昌介

山下 育 子

有里 仁志

金川 有一

後藤田明彦

小林  孝

生日」 茂夫

柳川  譲

法岡 健一

加藤 康夫

久々湊 靖

楠  幸博

小池 明美

國分 武彦

清水 恭子

高橋  豊

田口 裕 一

中舘 英洋

野沢 健 ^

江別市立江別第一小学校他 2校

北斗市立久根別小学校

長谷川光俊

松島 純一

札幌市立星置中学校

札幌市立藤の沢小学校他 3校

函館市立湯川中学校他 1校
学 校
歯科医

元学校
歯科医

学 校
歯科医

村岡  淳

澤木  淳

吉村 潤司

野  隆広

原田 祥二

藤田芙美恵

山ロ ー郎

長内 可1数

小倉 一也

小林 一郎

谷  誠

田之岡 薫

任  徳茂

林  俊輔

平井 共一

堀江  仁

臼井 和直

嶋津 研史

工藤 章裕

柴田 慶郎

吉田 憲悟

長内 信辰

芦田 真治

石崎 英俊

大橋  聖

北山 康則

北斗市立石別小学校他 2校

元小樽市立長橋小学校

富良野市立鳥i777小学校他 1校

富良野市立富良野西中学校他 1校

旭川市立旭川小学校他 3校

函館市立八幡小学校

八雲‖]‐立八雲小学校

小樽市立幸小学校

小樽市立高島小学校他 1校

旭川市立大町小学校他 3校

旭川市立新富小学校

旭川市立近文小学校

旭川市立東口T小学校

網走市立第一中学校

網走市立第一中学校他 1校

小樽市立1贅小学校

小樽市立朝里小学校

富良野市立扇山小学校

旭川市立旭川小学校他 1校

旭川市立神居東小学校他 1校

旭川市立愛宕東小学校他 1校

網走市立第二中学校

厚真町全学校

室蘭市立本室蘭中学校

室蘭市立天沢小学校

帯広市立大正小学校

札幌市立しらかば台小学校

旭川市立光陽中学校他 1校

旭川 Ilf立愛宕中学校他 1校

旭川市立陵雲小学校

元旭川市立緑新小学校

北見市立三輪小学校

網走市立潮見小学校他 1校

札幌市立幌南小学校他 3校

札幌市立白楊小学校他 2校

登別市立幌別西小学校

帯広‖f立第一中学校

札幌市立手稲東小学校

札幌市立前田小学校他 5校

札幌市立幌南小学校他 3校

札幌市立豊園小学校他 1校

帯広市立緑丘小学校

帯広市立清川小学校

釧路市立鳥取西中学校

札幌市立八軒北小学校

札幌市立光陽小学校

札幌市立屯田小学校他 6校

札幌市立1幌北小学校他 1校

札幌市立拓北小学校

札幌市立あやめ野中学校

札幌市立札苗小学校他 1校
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職 名 氏 名 勤務 (担当)校

学 校
歯科医

小島  健

小 玉 則夫

佐藤 真一

佐藤 尚武

島田 清純

千田 典史

辻村 祐一

津田 敏孝

堂  真道

野崎 真也

三浦 正幸

オL幌市立平岡公園小学校他1校

札幌市立平岡中学校

札幌市立和光小学校

札幌市立三里塚小学校

札幌市立旭小学校

札幌市立屯田西小学校

札幌市立厚別中学校

札幌市立藤野南小学校

札幌市立百合が原小学校他 1校

札幌市立北野平小学校

札幌市立手稲西中学校

学 校
薬剤師

伊藤 裕康

梅田  司

田尾 好正

旭川市立広陵中学校他1校

旭り|1市立近文第 2小学校他 1校

旭川市立旭川小学校他 1校
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添田 英男

山本 祐嗣

足立  浩

浅野 秀三

石田 木散

大澤 洋介

関  宵夫

多田 未美

飛山  毅

鳥越  糸己子

堀田 仁美

本問 聖世

横山 裕 予

室蘭市立白蘭小学校

北海道白糠養護学校

)1路市立大楽毛中学校

札幌市立札苗北中学校

札幌市立西白石小学校

札幌市立西野中学校

札幌市立澄川西小学校

札1幌市立丘珠中学校

札幌市立平岡中央中学校

札幌市立駒岡小学校

市立札幌新川高等学校

札幌市立手稲山口小学校

札幌市立常盤小学校

教職員 品 田 売 子 札幌市立中島中学校

令和 2年 9月 13日 (日 )に 開催予定でした第68回北海道学校

保健・安全研究大会 (宗谷)稚内大会は、新型コロナウイルス
症感染拡大の影響を受けて開催中止となりました.

なお、大会当日に予定しておりました令和

2年度学校保健功労者表彰式が出来ませんの

で、それぞれの市町村教育委員会から受賞者

に表彰楯を渡していただく事になります。

平成 2年度の表彰日につきましては、今和 2年 10月 18日 (日 )と します
ので、各市町村教育委員会には10月 20日過ぎに表彰楯を送ります。

令和3年度の開催地が決定しました
令和 3年度の第68回北海道学校保健・安全

研究大会は、十勝管内帯広市で開催することに

なりました。

○日 時 令和 3年 11月 14日 (日 )
○場 所 帯広市民文化ホール (全体会 。講演会 )

帯広市西 5条南11丁 目48番地 2(JR帯 広駅南口徒歩 5分 )
とかちプラザ (分科会 )

帯広市西 4条南 13丁目 1番地 (JR帯広駅南口徒歩 2分 )
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2 外部講師との出会いから
様々な職種の方々と出会い、子どもたちへの保

健指導を行ってきました。保健師さんには「赤ち

ゃんふれあい体験」を通して命の大切さを、助産

師さんには「性の正しい知識」を、警察の方には

「薬物の正しい知識」を、消防署の方には「救命

救急法」を、薬剤師さんには「薬の正しい知識」

を、他にも、未来ある子どもたちのために一緒に

考え、指導の充実を図った経験は私の養護教諭と

して財産となっています。

講師の方々からのお話は、子どもたちにも新鮮

で、とても効果的な指導になっていることを実感

しました。講師の方々と一緒に取り組んだ指導の

中で特に印象に残った、歯の指導と食に関する指

導について紹介させていただきます。

(1)歯の指導

毎年、各学年 1回ずつ歯の指導が行われます。

状況に応じて特別支援学級への指導も行っていま

す。事前に学年や個に応じ、重点的に指導する内

容を学級担任や歯科衛生士と相談しながら決めて

いきます。 (以下は昨年度)

1年 :む し歯の原因、歯ブラシの使い方

2年 :む し歯の原因、奥歯前歯のみがき方

3年 :おやつの取り方、歯と歯の間のみがき方

4年 :よ く噛んで食べる、歯と歯茎の間の磨き方

5年 :歯肉炎の予防、 1本ずつ丁寧に磨く
6年 :歯肉炎の予防、自分にあった歯みがき

指導日当日、講師はかわいらしいエプロンをつ

けて登場し、子どもたちの視線を引きつけました。

「みなさん、こんにちは。歯科衛生士の○○です。

みんなの回の中には何本歯がありますか ?も し歯

がなかったらどうなりますか ?」 などの問いかけ

に、夢中で答える子どもたちの姿がありました。

学習の導入から子どもたちは歯科衛生士のお話に

集中します。

1 はじめに
森町は自然豊かで、漁業・農業が盛んな町です。

「いかめし」の町と言えばみなさんご存じの方も

いらっしゃるのではと思います。「さくら祭り」

も有名で、コロナ禍の今年も桜は変わらずきれい

に咲き、最後は見事な桜吹雪となりました。桜自

身が来年はたくさんの人々に見ていただきたいと

願っているのかもしれません。このような町にあ

る学校の窓からは、四季折々の名峰駒ヶ岳の姿を

望むことができ、日や心を癒してくれます。

先日、偶然こんなものを見つけました。「養護

教諭 1年生ですが、それに甘えることができない

と痛感しています。自分では 1年生と思っていて

も周りはそう見てはくれません。子どもたちはひ

とりの養護教論として頼ってきます。私に役割を

果たせるのか ?不安でいっぱいですがやるしかな

い、やりたいと思っています。」と、養護教諭と

してスタートして半年後、私が寄稿した養護教員

会の会報誌でした。

本校に勤務して 5年目、養護教諭として40年が

過ぎようとしています。初志貫徹ができてきてい

るのだろうか ?40年経った今も初心のままのの自

分に少し困惑しています。これまで「自分のから

だは自分で守ってもらいたい」という思いで子ど

もたちと関わってきました。



歯の模型や歯科衛生士手作りの教材で指導が進

められていきました。

0本物の入れ歯を手にして、「おじいちゃんがし

ているよ」「入れ歯にはなりたくない」と話す

子。
0ジ ュースやお菓子に入っている砂糖の量にびっ

くりして、「麦茶を飲むようにする」と言う子。

・むし歯の進み方を見て、痛そうな顔になってい

く子。

これまでの経験や自分の思いを重ねて話すなど、

様々な反応が見られました。学習の終わりには、

「歯は絶対自然に治ることはありません。自分の

歯は自分で大切にしてくださいね。」と歯科衛生

士からのメッセージで締めくくられました。

(2)食に関する指導
「食は人を良くすると書くJ以前お世話になった

栄養教諭の言葉ですc子 どもたちと一緒に思わず
私も頷いていました.ま た、ある方は「命あるも
のをいただくので、『いただきます』は感謝の気

持ちをもって言うのですよ」と子どもたちに話か

けていました。

食べることが大好きな子も、ちょっと苦手な子

も、栄養教諭の話に子どもたちは真剣に聞き入り
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ます。

(以下は昨年度の内容 )

1年 :食事を楽しくしよう

2年 :食べ物のはたらき

3年 :野菜を食べよう

4年 :か むことの大切さ

5年 :バランスよく料理を選ぼう

6年 :セ レクト給食の献立を考えよう

これまでの食に関する指導を通して、様々な食

材 (料理)を しっかり噛んで食べられるようにな

った子どもは、いろいろな面で自信をつけ、元気

にがんばれるようになっていることを実感してい

ます。そんな話を学級担任の先生から問いたとき

は本当に嬉しく思います。

3 担任や学年団との連携から
中学校に勤務していたとき、特別支援学級の担

任と「『プライベートゾーン』についてきちんと

教える必要があるのでは ?」 と話をしていましたc

そんな中、通常学級の担任も加わり学年全体で、

保健指導をしようということになりました.指導
後の感想では「プライベートゾーンを知らなかっ

た」「自分だけの大切な場所を大切にしようと思

ったJな どの声がありましたc知 らない生徒もい

たことに少し驚きました。現在ほどではありませ

んが、その当時も、ネットや雑誌などから正誤問

わず様々な情報が流れていました.玉石混交の情
報の中、指導を通して正しい知識を知ることの大

切さを改めて痛感しました。

その後、小学校勤務となり「『プライベートゾ

ーン』の指導は、自分の大切な体を守るためにも
/1ヽ さい頃から繰り

返し行う方がよい

のではないか ?J

と考え、学級担任

とともに指導を行

っています。
瘍
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プざ

コミュニケーションを図ることが苦手だったり、

相手との距離感がつかめず トラブルになったりす

ることや、犯罪に巻き込まれないためにも小学校

3年生以上には「パーソナルスペース」について

博っきil

l・
fヽ|:141,:111`ltヾ :||:ヽ |ヽ,

それでもちかよって毯たら…

も併せて指導しています。

視覚的に捉えやすくするため、資料はパワーポ

イントで作成し、子どもたちの反応を見ながら、

丁寧に確認しながら進めていきますG低学年には

紙芝居も効果的でした。担任と養護教諭との壕」(ロ

ールプレーイング)や○×クイズは、子どもたち
に好評でした。

数年間、同じ内容を繰り返し継続して実践しま

したc同 じ内容を言葉を変えながら継続して指導

することで子どもたちの記憶に残り、行動規範と

して定着して、日々の行動に現れていることを実

感します。また、低学年から指導することによっ

て、先入観や壁をもたせず子どもたちが理解でき

るようになることもわかりました.

「自分のからだは自分のものJです。自分のか

らだを自分で守れるような大人になってほしいと

思い、指導を継続していきます=

4 おわりに
保健室の窓を開けていると、さわやかな風と共

に了どもたちの元気な声が聞こえてきます。感染

症予防のため、これまでと異なる不自由な生活の

中ですが、学校には子どもたちの笑顔があふれて

います。本当に可愛いです。この笑顔に私自身が

いつも癒され、支えられていることに感謝してい

ます。

朝に「おはようJと 声をかけ、帰りには「また

明日ねJと 声をかけます。『明日がある』ことは

とても幸せなことです。その『明日』を、これか

らも子どもたちと紡いでいけることの幸せをかみ

しめながら、過ごしていきたいと思っています。

撃撥イ式・・・・卜・`感"…》

%礫笏
隕 子亀

靱
琲
一
欝

ま
ヽ
亀
ま
ヽ
ξ
〆
覧
ち
ず
ヽ
．∫

1夢かのひこが 諄ようこした|:、

鮨躙
餞晰
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【運営会議】
01.6.01 第 1回理事会
01.6.22 第 1回評議員会
01.7.30 第 2回理事会
02.2.29 第 3回理事会
02.3.28 第 2回評議員会

第 1 専門医健診推進事業
学校の児童生徒の健康診断において専門医 (眼

科・耳鼻咽喉科)の確保が困難な教育委員会に対
し、北海道教育委員会、北海道医師会、北海道眼

科医会、北海道耳鼻咽喉科医会の協力を得て専門

医の紹介を行い、児童生徒の健康の保持増進に努

めた。

【眼科】 8町 江差町、乙部町、苫前町、礼文町、
利尻町、利尻富士町、津別町、別海町

〇小16校  896人、中18校  595人
【耳鼻咽喉科】 8町村 江差町、苫前町、
羽幌町、天塩町、枝幸町、猿払村、

浜頓別町、幌延町

○小 16校  809人、中10校  535人

第 2 心臓検診推進事業
児童生徒の学校での心臓検診において、独自で

検査を実施することが困難な市町村に対し、心臓

検診を実施できるよう援助を行い、月ヽ児循環器専

門医による判定結果を教育委員会を通して学校・

保護者に知らせるなどして、児童生徒の保持増進

に努めた。 (児童生徒 1人当たり1,400円 で実施 )
・協力機関

北海道医師会、北海道臨床衛生検査技師会、

苫小牧保健センター心電図解析センター、

北海道小児循環器研究会

・実施市町村 21市町村
留寿都村、積丹町、小平町、仁木町、赤井川村、

余市町、美唄市、砂川市、奈井江町、新十津川

町、名寄市、網走市、清里町、紋別市、雄武町、

美幌町、津別町、遠軽町、佐呂間町、湧別町、

羅臼町

児童生徒3257名に対して実施
受診対象者の96.8%。

第 3 研究啓発事業
1 北海道学校保健研究大会

(日本学校保健会委委託事業)の開催
各関係団体と連携して主催し、第67回北海道学

校保健 。安全研究大会渡島 (函館)大会の充実に努

めた。学校保健活動の充実を図り、学校 。家庭・

地域社会が連携し、課題解決を図るべく研究会を

開催した。講演会を開催し、部会別協議を通して、

児童生徒の健康の保持増進に貢献できた。

令和元年10月 20日 (日 )ホ テル法華クラブ函館
参加者 約220名

2 学校保健講演会の開催
(1)第 39回北海道学校歯科保健研究大会
北海道歯科医師会との共催。

令和元年10月 25日 (金)Jヒ海道歯科医師会館
令和元年度北海道学校歯科保健優良校表彰、令

和元年度北海道歯・国の健康に関する図画 。ポス

ターコンクール表彰。

講演 :北海道保健福祉部健康安全局地域保健課

健康づくリグループ主任技師

高橋  収 氏
演題 :「生え替わり時期の歯科保健J

講演 :北海道学園大学経済学部経営学科

准教授 田中 勝則 氏
演題 :「北海道における自殺予防教育の

現状と今後に向けて」

3 令和元年度全国学校保健 。安全研究大会、中
央大会への参加

令和元年H月 21日 。22日
埼玉県さいたま市ソニックシティ

第 4 普及発展事業
1 広報活動事業
本道の学校保健の充実発展を図るため、会報「学

校保健」を年 3回発行し、当会の活動内容の周知

及び各種学校保健活動を紹介し、学校保健思想の

普及発展を図った。

・ 第108号 (6月 30日 発行 )
・第109号 (9月 30日 発行 )
・第110号 (1月 31日 発行 )
2 学校保健資料収集配布事業
(1)公益財団法人日本学校保健会刊行物の配布
・道、市町村教委、公立小 ,中 、中等 ,特別支援
学校へ配布。高等学校は直送。

第 5 顕彰奨励事業
本道の学校保健 (学校安全を含む)の振興に功
労のあった学校保健関係者の個人を表彰 し、その

功労に報い、本道の学校保健の進展に寄与した。

令和元年10月 20日 の第67回北海道学校保健・

安全研究大会渡島 (函館)大会において表彰した。
学校医44名 、学校歯科医47名 、学校薬剤師 18

名、教職員 3名の合計112名
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日 当年度 前年度 増 減

I一般正味財産増減の部
1経常増減の部

(1)経常収益

①基本財産運用益

基本財産受取利息

②道補助金

③事業収入

心検推進負担金

受託事業収入

受取負担金

④雑収入

受取利息

雑収入

4,163,604

4,163,604

2,000,000

5,299,800

4,559,800

200,000

540,000

3,413

45

3,368

4,160,510

4,160,510

2,000,000

5,210,700

4,470,700

200,000

540,000

3,398

30

3,368

0

89,100

89,100

0

0

15

15

0

経 常 収 益 計 11,466,817 11,374,608 92,209

(2)経常費用

①事業費

給料手当

臨時雇賃金

福利厚生費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

諸謝金

租税公課

会議費

報償費

支払納付金

支払手数料

事 業 費 計

②管理費

給料手当

福利厚生費

委託料

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

租税公課

支払負担金

雑 費
計

1,344,000

130,000

220,023

106,454

91,386

16,324

979,927

474,270

30,000

10,000

0

798,400

2,750,872

971,450

1,344,000

115,000

222,391

136,908

97,695

5,494

927,058

470,832

30,000

0

10,216

948,224

2,965,400

1,025,984

0

15,000

△ 2,368

△ 30,454

△ 6,309

10,830

52,869

3,438

0

10,000

△ 10,216

△ 149,824

△ 214,528

△ 54,534

7,923,106 8,299,202 △ 376,096

576,000

94,287

1,098,812

800

73,700

307,019

95,344

34,035

204,582

70,000

685,714

3,420

576,000

89,557

586,980

2,400

184,960

298,256

37,235

17,260

201,792

70,000

694,388

51,166

0

4,730

511,832

△ 1,600

△ 111,260

8,763

58,109

16,775

2,790

0

△ 8,674

△ 47,746

3,243,713 2,809,994 433,719

経 常 費 用 計 ll,166,819 11,109,196 57,623

当期経常増減額 299,998 △ 265,412 34,58(,

2経常外増減の部

(1)経常外収益
経 常 外 収 益 計

(2)経常外費用

経 常 外 費 用 計

当期経常外増減額

税引前当期一般正味財産増加額

当期 般正味財産増加額
一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

0 0 0

0 0 0

0 0 0

299,998 265,412 34,586

299,998 265,412 34,586

205,448,217 205,182,805 265,412

205,748,21 205,448,217 299,998

I指定正味財産増減の部
①受取寄付金

募金収益

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

477,000

477,000

770,000

770,000

△ 293,000

△ 293,000

477,000 770,000 △ 293,000

1,800,000 1,030,000 70,000

2,277,000 1,800,000 477,000

Ⅶ 正味 財 産 期 末残 高 208,025,215 207,248,21 776,998

(単位 :円 )

FI 当年度 前年度 増 減

I 資産の部
1流動資産

普通預金

定期預金

未収入金

有価証券

流動資産合計

2固定資産

(1)基本財産

定期預金

投資有価証券

基本財産合計

(2)特定資産

その他の特定資産

特定資産合計

(3)そ の他固定資産

什器備品

その他固定資産

FIj定資産合計

1,010,701

0

2,000,000

0

756,318

0

2,000,000

0

254,383

0

0

0

3,010,701 2,756,318 254,383

44,981

202,655,019

44,981

202,655,019

0

0

202,700,000 202,700,000 0

2,277,000 1,800,000 477,000

2,277,000 1,800,000 477,000

37,514 37,514 0

4 37,514 0

205,014 4 204,537,514 477,000

資産合言| 208,025 5 207,293,832 731,383

I 負債の部
1流動負債

未払い金

預り金

流動負債合計

23,025

22,590

△ 23,025

△ 22,590

0 45,615 △ 45,615

負債合計 0 45,615 △ 45,615

Ⅲ 正味財産の部
1指定正味財産

募 金
l「 味財産合計

2-般 ll ttH`産
(l jNlきヽ 財産への充当額)

(内特定資産への充当額)

2,277,000 1,800,000 477,000

2,277,000 1,800,000 477,000

205,748,215

(202,700,000)

(2,277,000)

205,448,217

(202,700,000)

( 1,800,000)

299,998

0

(477,000)

1「味員1産 合計 208,025,215 207,248,217 776,998

負債及び正味財産合計 208,025,215 207,293,832 731,383

′む臓 検 診 事 業
北海道学校保健会は、これま ‐
でに全道の児童生徒約24万 1 ‐

千人に対して心臓検診を実施し ‐
ています。         1
(今年度も22市μ」村で実施)  は隋滸|
※一人あたリー律 1,400円 で実施

北海道学校保健会では引き続き寄附を

集めています。賛助会員は年間 1万円で

10年程度応援して頂ける企業。特別会

員は一年限りで 5万円をお願いしていま

す。

また、同時に個人会員については年間

3千円で単年度から募集しております。

ご協力よろしくお願いいたします。
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